























































































































調査対象：大阪府内の民間保育園 Aに通園する園児の保護者 143 名
　　　　　　有効回答 101 名（回答率 71％）














































回答者の年代については、20 歳代が 6人（5.9%）、30 歳代が 67 人（66.3%）、40 歳代
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が 28 人（27.7%）と、30 歳代が最も多かった。
さらに就労形態については、フルタイムが 59 人（58.4%）、パートタイムが 31 人
（30.7%）、その他が 11 人（10.9%）となっている。
③　通園している子どもの年齢と子どもの数
通園している子どもの年齢は、0歳児 3人（3.0%）、1歳児 15 人（12.9%）、2歳児 17
人（16.4%）、3歳児 19 人（16.4%）、4歳児 29 人（25%）、5歳児 33 人（28.4%）であった。
子どもの数については、1人が 79 人（78.2%）、2人が 22 人（21.8%）であった。
④　保育園の利用年数
保育園の利用年数は、1年未満が 18 人（17.8%）、1年以上 2年未満が 15 人（14.9%）、
2年以上 3 年未満が 18 人（17.8%）、3年以上 4 年未満が 11 人（10.9%）、4年以上 5 年















































































育児上の人間関係 4 2.0 
自身の健康問題 4 2.0 
その他 1 0.1
合計 196 100.0 
表 1　悩み・困りごとの具体的内容
悩みや困りごとの具体的内容については、表１のとおりである。回答の多い順に「しつけ」
37 件、「食事や排泄など生活上のこと」28 件、「子どもへの関わり方」24 件、「教育」22 件、「仕
















































 配偶者 41 32.5
 記入者の父母 22 17.5
 記入者の兄弟姉妹 11 8.7
 保育園の友人 10 7.9
 保育園外の友人 18 14.3
 保育園 10 7.9
 子育て相談の専門機関 14 11





 配偶者 46 36.5
 記入者の父母 25 19.8
 記入者の兄弟姉妹 10 7.9
 保育園の友人 11 8.7
 保育園外の友人 24 19
 保育園 8 6.3
 子育て相談の専門機関 2 1.6
 合計 126 100














 保育園 6（60.0%） 4（40.0%） 10（100.0%）
 子育て相談の専門機関 2（14.3%） 12（85.7%） 14（100.0%）








































































②  1 ヶ月につきコミュニケーションをとる回数、1回につきコミュニケーションをとる時間
担当保育士と保護者がコミュニケーションをとる回数は表６のとおりである。「0回」3
人（3.0%）、「0.5 回」1 人（1.0%）、「1 回」6 人（5.9%）、「2 回」17 人（16.8%）、「3 回」
20 人（19.8%）、「4回」5人（5.0%）、「5回」9人（8.9%）、「6回」6人（5.9%）、「8回」4
人（4.0%）、「10 回」10 人（10.0%）、「12 回」1人（1.0%）、「15 回」4人（4.0%）、「17 回」
1人（1.0%）であった。
表７は、コミュニケーションの 1回あたりの時間である。「0回」2人（2.0%）、「1回」
6 人（5.9%）、「2 回」7 人（6.9%）、「3 回」23 人（22.8%）、「4 回」2 人（2.0%）、「5 回」
35 人（34.7%）、「10 回」13 人（12.9%）、「無回答」13 人（12.9%）となった。
表６では、コミュニケーションの回数について、1ヶ月のうち、1回も保育士と関わり










0 3 3.0 
0.5 1 1.0 
1 6 5.9 
2 17 16.8 
3 20 19.8 
4 5 5.0 
5 9 8.9 
6 6 5.9 
8 4 4.0 
10 10 9.9 
12 1 1.0 
15 4 4.0 
17 1 1.0 
無回答 14 13.9 





















 登園時 16 14.3
 降園時 88 78.6
 行事のとき 4 3.6
 その他 4 3.6
 合計 112 100






 両方 19 18.8
 その他 2 2











家庭での様子 3 3.0 
その他 3 3.0 
合計 101 100













































表に整理したものが表 11 である。表 11 からも明らかであるように、最も多いのは「降園































 保育士に会えない 35 47.3
 時間が足りない 22 29.7
 回数が足りない 9 12.2
 自分の話したいことが
 話せない 5 6.8
 その他 3 4.1
 合計 74 100





























降園時間 16 時台 13 2 15
17 時台 39 12 51
18 時台 15 17 32
合計 67 31 98











0分 0 0 2 2
1 分 2 2 2 6
2 分 1 5 1 7
3 分 3 16 4 23
4 分 0 2 0 2
5 分 13 17 5 35
10 分 5 8 0 13











の コ ミ ュ ニ
ケーション
よくとれている 9 1 0 10
とれている 16 41 1 58
あまりとれていない 2 15 14 31
全くとれていない 0 0 2 2






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れぞれ演習科目として 1単位 45 時間設けられた。しかし、学びが深まるための教育内容
や教育方法の模索とは裏腹に、専門職として相談援助を行う社会福祉士がソーシャルワー
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The Current State and Problems Regarding the Communication 
between Nursery School Teachers and Parents
:In Relation to the Questionnaire to Parents
Mayumi Marume
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
It has been over 20 years since the birth of the concept of “parenting assistance,” and 10 
years since nursery school teachers began “caretaking guidance for parents” as a part of their 
job.   However these terms are not only still vague, but the exact duties and methods for childcare 
workers have yet to be defined, and even the search for a proper childcare place continues. 
In this study, I carried out a survey targeted towards parents, focusing on the communication 
between nursery school teachers and parents at a private nursery school in Osaka prefecture.  In 
considering methods of parenting assistance, the communication between nursery school teachers 
and parents is both easy to imagine and easy to grasp the actual situation.  In this survey as well, I 
confirmed that there was a close relationship between both parties.
The results of the survey showed that communication was not completely sufficient due to: lack 
of opportunities to meet, lack of time, and lack of information communicated when a meeting 
actually happens.   I also found that the main causes of this were in the lifestyles of both parties, 
such as the busy schedules of the teachers and the times in which parents picked up their child.  
Overall, I raised not only the issues in which nursery school teachers can confront on their own, 
but also the importance of the long term efforts in dealing with the current circumstances.  Important 
efforts include: the improvement of the system in which nursery school teachers work, the addition 
of social work education in order to have better parenting assistance, and the reconsideration of the 
approach of parenting assistance fit for the expertise of nursery school teachers.
Key words : nursery school teachers, communication, parent-support, child care social work, 
mutual trust relationship
